
福祉懇談会（阿賀浦地区） 

 

日時：令和６年６月２８日（金）13:30～15:00 

会場：新津地域学園 304会議室 

出席者 

新金沢町自治会 柿本会長、重川副会長、吉川民生児童委員 

東町町内会   湯田会長（コミ協事務局長）、髙橋副会長 

東金沢自治会  遠藤会長、石川様（副会長代理） 

中新田自治会  荒木会長、星野様、佐藤民生児童委員 

グループホームあがうら和 管理者 小林様、秋葉区社協 横山事務局長補佐、熨斗、米山 

 

 

課題・具体的な取り組み（現況） R６年度の取り組み 備考 

＜コミ協＞ 

・今年度は緊急情報キットをもとに継続した活動を行いたい。 

・７５歳以下でも見守りが必要であれば、配布を案内していき

たい。 

・コミ協としては、見守り活動について声掛けをしていき、各

自治会町内会に具体的な活動を任せていきたい。 

・他の事業で発信することがあれば、積極的に発信していく。 

 

＜中新田自治会＞ 

・回覧板を回しても中身を見ていない人が多い。 

・世帯の中でも、全員が見ていない。 

・緊急情報キットや困った先の相談シート等、しっかり見ても

らえるように工夫して周知していきたい。 

・退院後、民生委員活動として訪問した際に、自治会にも連絡

し共有した 

・夫婦共に認知症で、緊急情報キットを渡したことを覚えてい

ない。 

 

 

■緊急情報キットを活用した見守り活動の継続・

周知 

 

 

 

 

 

 

■緊急情報キットを活用した見守り 

・取り組み方法についての意見交換会開催 

・回覧板による周知の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中新田自治会 



課題・具体的な取り組み（現況） R６年度の取り組み 備考 

＜新金沢町自治会＞ 

・最近、救急車や施設の送迎車等、頻繁に見かけるが、地域住

民の関心が低い。 

・隣近所のことも無関心状態、感知していない。自分事の危機

感も薄れてきている。 

・不審者の話が出ていたが、子どもがいない世帯には分からな

い情報もある。保護者の関心も薄い。 

・回覧板でお知らせをするが、高齢者や子どものいる世帯等で

情報が限定されてしまい、何かを周知するにも工夫が必要であ

る。 

・民生委員の訪問で、70代男性の方が、お風呂掃除ができず、

包括からヘルパーにつなげてもらった。身体が動かなくなり、

お金をおろす制度、デイサービス利用などの手続きが必要にな

るなど、一度で完結できると良い。 

・支援者が同性でない場合、入り込めないところがある。隣近

所の付き合いも希薄になる。 

 

＜東町町内会＞ 

・４年に１回側溝清掃があるが、今回高齢で清掃ができないと

相談があった。組同士のつながりで協働して作業を行った。身

近なところから顔を合わせ、困りごとを言える関係性を創って

いきたい。 

・毎月末、防災の勉強会を実施し、２０名程度参加がある。毎

回顔なじみのメンバーで広がりがない。他人事になってきてい

る。避難所運営３か所。運営が大変になってきている。組織や

連絡網等整備していきたい。 

 

■緊急情報キットを活用した見守り 

・取り組み方法についての意見交換会開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■緊急情報キットを活用した見守り 

・取り組み方法についての意見交換会開催 

・東金沢自治会の点検表を参考にしたい。 

 

■防災勉強会の開催 

・運営や組織、連絡網等の整理を行いたい。 

 

 

 

新金沢町自治会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東町町内会 

 

 

 

 

 

 

 



・見守りについても検討していきたいが、民生委員も含め見守

りスタッフを増やしていきたい。民生委員の友愛訪問も増えて

きている。協力できる人を増やしていきたい。 

・昨年度福祉部でアンケート調査を行った結果、買い物が困難

であるという結果であったため、今年度１５回シリーズでスマ

ホ教室を開催する。１回目は１５名参加。最高齢８３歳。説明

職員はドコモ会社。 

・コロナ前までは、まちづくり懇談会を行っていたが、復活さ

せたい。PTA役員にも話をするが、消極的である。若手も入れ

て考えていきたい。 

・昨年度、敬老会と緊急情報キットの申込みを対象者へダイレ

クトメール送付。今年度も同様に行う予定。 

・友愛訪問は断られたが、緊急情報キットは受け取ってくれた。

その際に、民生委員の名刺を渡していたところ、姪っ子から「近

所付き合いがなく、心配だ」と連絡があり、再度つながった。 

 

＜東金沢自治会＞ 

・昨年度、緊急情報キットの点検表をもとに自治会役員で対象

世帯を訪問した。正しく使えていない方や、なくした方も多か

ったため、再度配布した。 

・年度末の総会で緊急情報キットの説明を行い、周知した。 

・今年度も７月末に自治会役員が点検表をもとに訪問する予

定。その後課題の共有をしていきたい。継続的にしていきたい。

困りごとも聞いていきたい。 

・施設入所した方の緊急情報キットの名簿をどのようにしたら

よいか課題である。 

・災害時や外出時に、緊急情報キットが携帯できると良い。 

 

 

 

 

■スマホ教室 

・１５回シリーズで、高齢者向けにスマホ教室を

開催 

 

 

 

 

■敬老会 

・緊急情報キットの申込みを継続する。 

 

 

 

 

 

 

■緊急情報キットを活用した見守り 

・取り組み方法についての意見交換会開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東金沢自治会 



 

 

＜新金沢町自治会 見守り事業＞ 

・６月に全戸調査のアンケートを行った。組長に説明した際は、

取り組みについて知っている様子であった。 

・高齢者は、他の方に遠慮している。 

・若い人と高齢者と認識がズレている。 

・これから高齢者が増えていくので、さらに考えていく必要が

ある。 

 

＜グループホームあがうら和＞ 

・コロナの時に開設し、地域住民と交流ができていない。 

・施設内での祭りは昨年度から再開した。 

・防災訓練等、今後地域との関わりを持っていきたい。 

 

 

■アンケート調査をもとに、課題の整理を行う 

 

 

 

 

 

 

■防災訓練等、地域との関わりを増やしたい。 


